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今井博氏の葬儀、参会者多数の盛儀 2011/03/03 07:30 

  ロシア文学を愛し、時には厳しい苦言も 
  

  自らの過去を厳しく反省し、良識が 

  一日も早くロシアに根付くことを期待 

  
 産経新聞OBでモスクワ・ボン支局長を務めた今井博氏が胃ガンのため71才で26日に逝去されたが、この葬儀・告別式が2
日、東京荻窪の光明院で執り行われ、多数の参会者が訪れ故人の冥福を祈った。今井氏は毎日新聞から産経新聞に移籍し、ロ

シア語が堪能でソ連・ロシアのスペシャリストとして活躍してきた。 
  
 葬儀は無宗教形式で行われ、友人代表二人が弔辞を述べた後、喪主の今井絢子さんが「主人から皆さまへのご挨拶を読ませ

て頂きます」、と異例ながら故人からの感謝とお別れの言葉が朗読された。死を覚悟した2月10日に口述筆記で喪主に託した挨

拶だという。 
  
 今井氏は「考えてみれば私の人生は友人、知人、親族の暖かさに包まれています。そのことを人生の終わりを迎えるに当たっ

てつくづく感じました。私の一生は、ソ連という極く特殊な、今は歴史の彼方に消えた社会体制と、ロシア語への尽きぬ興味に溢

れたものでした。ほかの生き方も試して見たいと思ったこともありましたが、今となってはこれはこれで良しとするしかありません。

皆さま、本当に有り難うございました。」などと参会者へのお礼の挨拶を述べていた。（ニュース調ここまで） 
  
 同じIZAブログの古森義久氏のエントリーで訃報を知り、紹介されていた文章に感銘したので葬儀・告別式に出かけてきまし

た。聞くと昨年三月に悪性の胃ガンであることが判明し、全摘出手術を受けて以来、11ヶ月に及ぶ入退院を繰り返す闘病生活を

続けてきたと言うことです。ご冥福を心からお祈り申し上げます。以下、撮影した画像と共に、記録の意味で古森さんのブログに

紹介されていた産経新聞に掲載された連載を転載させて頂きました。 
  
  ・ 今井博記者を悼む 
  ・今井博記者がみたロシア 
  

 
ロシアを愛し苦言を呈した今井博氏の遺影 

  
 【清算されない過去】いま、ロシアは…（上） 

  権力の腐敗に市民諦観 

  
 ９１年１２月のソ連崩壊から三年目に入っているが、新生ロシアの産みの苦しみはまだ終わりそうにない。７４年間の共産党支

配の過去を清算し、民主的な 国家としてロシアが再生するためには多くの障害が立ちふさがっている。かつての共産主義に代

わって民族主義・大国主義がロシアの国家イデオロギーになる危 険もあり、「清算されない過去」を引きずっている。この二年

間、モスクワで暮らした印象をまとめた。 （前モスクワ支局長 今井博） 
  
 モスクワを去る数日前、友人たちがレストランで送別会を催してくれた。食事もそろそろ終わりかけたころ、かなり酔っ払ったロシ

ア人が私たちのテーブルにやってきた。一見してマフィア風だ。 
  
 「あんたらはいい日本人のようだが、成田では頭にきたぞ。警察官が空港でオレを逮捕した。クソくらえだ」 
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 聞くに堪えぬ粗暴な表現をたっぷり交えた悪口雑言がとめどもなく続く。しかもこの男はレストランの関係者らしく、ウエートレス

は「やめなさいよ」とお座なりに言うだけだ。 
  
 一緒にいた二人のロシア人女性は顔を真っ赤にしている。ロシア人男性は視線を伏せてしまった。 
  
  仕方なく私が「私たちを放っといてくれないか。あんたの逮捕とは無関係なのだから…」と口をはさんだ。そのとたん、男のツバ

が私の左ほおに飛んだ。席を けった私を家内とロシア人女性が必死で押しとどめた。私は大声で「警察を呼べ」と怒鳴ったが、ウ

エートレスは取り合わない。ヘラヘラ笑っていたその男は、 調理場に姿を消した。 
  
 ここはグルジア・マフィアとつながりのある店といわれる。 
  

  
祭壇に飾られた今井博氏の著書の一部 

 
 外国人がいまモスクワでさまざまな被害に遭うのは日常茶飯事で、私の不愉快な体験は決して特殊なものではない。強盗、窃

盗、空き巣と限りがなく、路上でハイエナのようなジプシーの子供の集団に外国人が襲われても、ロシア人は知らんぷりをして通

り過ぎて行くだけだ。 
  
 ロシア人の友人に「警察に訴えてほしい」と伝えたが、友人たちが相談して出した私の“事件”の結論はロシアの世相を如実に

示していた。 
  
  地元の警察はマフィアに買収されているから絶対に動かない。それどころか、マフィアにこの訴えを教えるだろうから、私が車

で出かけるたびに尾行され、いろ いろな嫌がらせをされるだろう。警察本部に行っても、書類作りが果てしなく続くだけで、帰国を

延期しなければならなくなる。 
  
 つまり、い まのロシアではレストランで他人にツバを吐きかけても、法律によって罰せられることはない。それどころか、刃物で

傷を負わされても、殺されても、警察が機 敏に乗り出すことを期待するロシア市民は少ない。警察の腐敗は、ロシアでだれひとり

知らぬ者のいない周知の事実なのだ。 
  
 交通警察（ガイ）の係官が通りで車を止めては、ささいな違反を口実に金を巻き上げることは有名だが、私がある日、モスクワ

市内の白ロシア駅で目撃したオモン（内務省の特務部隊）の隊員の乱暴には驚いた。 
  
 ベラルーシの首都ミンスクからモスクワに着いたばかりの列車に、一人の若いオモン隊員が乗り込んできた。乗客のほとんどは

乳製品をモスクワ市内の街頭で売るために来た人たちだ。 
  
  オモン隊員はその中の一人に近づくと、「オイ、販売許可証はあるか」と言う。もちろん、そんなものは持っていない。「許可証の

代金をオレに払え」と言った オモン隊員の要求に首を振ったとたん、ベラルーシの若者が大きなリュックサックに入れてきた牛

乳、ヨーグルトなどのビンの上に、警棒がめった打ちに振り下 ろされた。 
  
 オモン隊員はわずか一人、出稼ぎの仲間は数十人。だれもこの無法な行為を非難しようとはしない。権力にあくまでも従順で、

もの言わぬ民の姿がそこにあった。 
  
 スターリン時代、一千万人近い同胞が死刑台あるいは収容所に送られるのを、見て見ぬふりをしてきた過去の悲しい習性はま

だ消えてはいない。 
                          （1994年08月18日 産経新聞 東京朝刊 国際面）  
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今井博氏の「お別れの言葉」を朗読する喪主の今井詢子さん 

 
 【清算されない過去】いま、ロシアは…（中） 

  生き残った「特権階級」 

  
 旧ソ連共産党の独裁体制は敗北したのに、その体制の歴史的な責任は不問に付されたままだ。同党強硬派による１９９１年夏

のクーデター失敗で、法によって罰せられた者がただのひとりもいないことがそれを実証している。旧体制復活の試みをエリツィ

ン大統領が武力で鎮圧した１９９３年１０月の事件でも、逮捕者はすべて恩赦になった。 
  
 ロシアが法治国家にほど遠いという現実があるが、それと同時に、新しいロシアを建設しようとするリーダーたちがいずれも旧

体制のノーメンクラツーラ（特権階級）であることが、過去の清算がなされない最大の理由であろう。 
  
 ごく一部には旧体制下で反体制派としての信念を貫き通した人もいるが、これはあくまでも少数だ。エリツィン大統領はかなり早

い段階で共産党と手を切ったが、旧体制の責任をとことん追及してゆけば、彼も無傷では済まない。 
  
 エリツィン政権を支える人々、議員のほとんどは旧体制下でそれぞれ重要な役職にあった人物である。いまさら旧体制の過去

をほじくり返すことに利益を見いだすひとは、ロシアの権力機構にはいない。 
  
 旧ソ連では総人口のほぼ１５人にひとりが共産党員だった。すべてが国営の旧ソ連ではジャーナリストや映画監督になるにも

党員でなければならず、入党は一種の国家公務員試験であったといえよう。きわめて広い層の国民が旧体制の責任を共有して

いるのである。 
  
 エリツィン大統領は１９９１年のクーデターに勝利した余勢をかってモスクワの共産党本部を接収し、共産党の資産を押さえた。

国家保安委員会（ＫＧＢ）ビル前にそびえていた初代長官ジェルジンスキーの像は打ち倒され、レーニン像も各地で解体された。 
  

 
遺影に語りかける友人代表の弔辞  

  
 しかし、現在ではこうした「過去の清算」はさたやみとなり、いまになってみれば、よくあれだけのことができたと感心するほどだ。

ボリショイ劇場前のマルクス像、十月広場の巨大なレーニン像は手付かずのまま残され、共産・民族主義勢力が好んで集会を催

す場所になっている。 
  
 旧共産党幹部の公職追放といった要求が聞かれたこともあったが、広範な論議を呼ぶまでには至らなかった。かつてのノーメ

ンクラツーラの追放を徹底して行えば、新しい社会を築く人材が残らない。行政、立法、司法のいずれも同じ顔ぶれの人々が改
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革を進めているのだから、実のある変化を望むのは無理である。 
  
 こうした事情は経済面でも同じだ。大規模国営企業の幹部は以前と同じ人物で、権力に無縁の一般国民にしてみれば、社会体

制が一新したなどとは到底、信じられない。 
  
 本来なら工業と農業を泥沼に導いた責任を負うべき経済幹部がそのまま居座り、いっさいの責任をガイダル元首相代行の経済

自由化に転嫁している。彼らは大企業の民営化に抵抗し、これまでのコネを利用して国家から補助金を獲得することに奔走して

いる。 
  
 しかも、売れないモノを作り続けて、国家補助金で従業員に給料を支払っている国営企業が少なくない。急進改革派はこうした

企業の整理を実施するよう求めているが、大量の失業者を生むことになるこの荒療治に手を出そうという政治家は少ない。 
                          （1994年08月19日 産経新聞 東京朝刊 国際面） 
  

 
今井博氏の告別式で焼香する皆さん 

 
 【清算されない過去】いま、ロシアは…（下） 

  被害者意識ばかり横行 
  「旧ソ連の体制下でだれよりも苦しんだのは、ロシア人だ」－五月末、米国での亡命生活を終えて極東のウラジオストクに帰国

した作家ソルジェニーツィン氏は同市でいくつかの発言を行ったが、再三繰り返されたのがこの言葉だった。 
  
 私はこれと一語たがわぬ言葉を中世ロシア文学の権威、ドミトリー・リハチョフ・アカデミー会員から聞かされたことがある。 
  
 両氏とも長い収容所暮らしを強いられ、旧ソ連の抑圧体制に共感などひとかけらも持ち合わせていない。この二人が、旧体制

におけるロシア人の責任をかたくなに拒絶するどころか、ロシア人こそが最大の被害者だったと主張するのは、意外な驚きだっ

た。 
  
 ロシアの良心を代表するともいえる二人が、ロシア人としての反省も自責の念もないことに、私はやりきれない失望を感じた。 
  
 東欧が旧ソ連の植民地であり、旧ソ連の各共和国がロシアの植民地であったとの歴史的事実を口にする人もいまのロシアに

はいない。武力で東欧に共産党の独裁体制を押し付けた責任など、どこ吹く風かといった様子だ。 
  
 ロシア人は自らを犠牲にして遅れた他民族の発展につくし、そのために生活水準が低下した－こうした考え方はロシア人のほ

ぼ九五％がすんなりと受け入れている。 
  
 旧ソ連の復活を叫ぶ共産・民族主義勢力に対するエリツィン大統領の反論の仕方も、「ロシア人があれほど多くの犠牲を払った

旧ソ連の復活がなぜ必要なのか」というものだ。 
  
 ここにも過去への反省はいっさいみられない。 
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 出棺を見送る参会者の皆さん 

   
 そして、「ロシア人が最大の被害者である」という考えは、「他の共和国に残されたわが同胞（ロシア人）を救え」との俗耳に入り

やすいスローガンに直結する。 
 ソルジェニーツィン氏は「カザフにいるロシア人は何も好き好んでロシアからカザフに行ったわけではない」と強調する。 
  
 リハチョフ氏はドイツ・ファシズム誕生の経緯を指摘して、「他の共和国にいる二千五百万のロシア人がロシアに帰還すればファ

シズムの温床になる危険がある。だから、各共和国はロシア人の人権を侵害するようなことをすべきでない」と警告する。 
  
 旧ソ連時代、各共和国の実権を握っていた地元の共産党は第一書記こそ現地の人物であったが、第二書記はクレムリンから

お目付け役として送り込まれるロシア人だった。 
  
 各共和国に派遣されたロシア人は現地語も知らずに政府や企業の枢要のポストを占め、現地の人々を見下していた。バルト三

国から多数の人々をシベリアに追放し、数十万人の非業の死を招いた責任はロシア人にあるのではないのか。 
  
 こうした過去の現実は都合よく忘れられ、「同胞の人権を守れ」との大合唱がロシアで鳴り響いている。世界の常識からは到底

受け入れられない独り善がりの論理である。 
  
 共産・民族主義勢力は「同胞の人権侵害には経済制裁でこたえるべきだ」「軍事力の行使も考えねばならない」と主張する。さ

らに、帰還ロシア人支援の訴えに対して「旧ソ連の各共和国はロシアの勢力範囲だ。ロシア人の帰還ではなく、彼らがいまのまま

現地に残ることがロシアの利益になる」とのあけすけな意見が聞かれる。 
  
 エリツィン大統領がこうしたロシア人中心主義、民族主義の高揚に迎合した発言をし、それが国際的に大きな反響を呼ぶことが

ある。しかし、いまのところは、そうした発言の頻度と内容はかなり抑制されている。 
  
 だが、エリツィン大統領は任期の切れる１９９６年６月後の再出馬に意欲を見せ始めている。その場合、「ロシア民族主義を代表

する大統領」という衣をまとう可能性が高い。 
  
 エリツィン大統領が率先して民族主義の流れに乗る覚悟ならば、再選は十分、有望だが、それは国際社会にとってきわめて危

険なロシアの誕生を意味するだろう。 
  
 ロシアに通算八年近く暮らし、よきロシアの再生を願う者の一人として、ロシア人が自らの過去を厳しく反省し、良識が一日も早

くロシアに根付くことを期待したいが、それは無理なのだろうか。 
       （1994年08月20日 産経新聞 東京朝刊 国際面 前モスクワ支局長 今井博） 
  

-------------------------------------------------------------------- 

ロシアが一番腹黒い！ 
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産経新聞3月3日2面「主張」欄スキャン画像（クリックでネット記事） 

  
-------------------------------------------------------------------- 

もはや内戦状態に！ 
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タグ： 産経新聞  モスクワ支局  今井博  胃ガン  葬儀・告別式  光明院  古森義久  【清算されない過去】いま、ロシアは…   

 
産経新聞3月3日3面の記事スキャン画像（クリックでネット記事） 
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2011/03/03 09:51Commented by 古森義久 さん 

花うさぎさん 

 
今井さんの葬儀へのご参列、ありがとうございました。 

 
本当に盛大な葬儀だったようですね。 

 
故人の写真はよいものを選んでいますね。 
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2011/03/03 10:41Commented by 花うさぎ さん 

To 古森義久さん おはようござます。 
 
>今井さんの葬儀へのご参列、ありがとうございました。 

 
とんでもないです。自宅から近くでその時間が空いていたのが幸いでした。 

 
>本当に盛大な葬儀だったようですね。 
 
はい。用意した席が満杯で入口付近で立って待っていた方も多かったようです。 

 
>故人の写真はよいものを選んでいますね。 
 
そうですか。生前にお目にかかっていなかったのですが、若く見えますね。随分と明快に

ハッキリと文章を書く方だと転載させていだだいた記事を見て思いました。色々ありがとう

ございました。  

 

2011/03/03 10:44Commented by 花うさぎ さん 

・お知らせ 村田春樹氏から告知依頼です。 

 
主催者より下記の通り「中止」の連絡に接しております。村田拝 

 
ここで告知されている３月６日（日）の【川崎ミステリーツアー】ですが・・・ 

 
http://blog.goo.ne.jp/odin_1974/e/e41cb9b3b90f6087d1ff350587b9359
1 
 
当会代表・高橋賢一が体調を崩してしまったので、急遽中止となった旨を発表させていた

だきます。 

 
本来ならば然るべき立場の人間が発表すべきなのでしょうが、諸般の事情がありまして、

昨日私がやっているニコニコ生放送でお知らせさせていただきました。 

 
生放送ＵＲＬ http://live.nicovideo.jp/watch/lv41986393 
 
参加する予定でおられた皆様には、謹んでお詫びを申し上げます。 

 
なお高橋の連絡先（携帯電話）は、彼のお母様がお持ちですので、連絡事項やお見舞い

などのお問い合わせは、彼のケータイにかけていただければお母様が対応して下さるそ

うです。 

 
＊ややお時間をいただく事もあるかと思いますが、何卒ご了承ください。 

 
クリーンかわさき連絡会 オブザーバー会員 
相良宗介  拝 

 

2011/03/03 10:51Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース 

 
国対委員長代理「残念だが、河村氏の元秘書で唐突感ない」 

 
 民主党の斎藤勁（つよし）国対委員長代理は３日午前の記者会見で、同党の佐藤夕子

衆院議員（愛知１区）が、河村たかし名古屋市長が率いる政治団体「減税日本」への参画

のため離党することについて、「極めて残念だ」と述べた。 

 
ただ、「佐藤氏はもともと河村氏の秘書であり、（民主党と河村氏が対立した）名古屋市長

選や愛知県知事選の状況は聞いていたので、唐突感はない」とも語った。 

 
http://sankei.jp.msn.com/politics/news/110303/stt11030310220004-n1.
htm 
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・民主党離党組がどんどん増えてますね(^^；。  2011/03/03 11:33

Commented by 敷島の桜 さん 

こんにちは 
>ロシアが一番腹黒い！ 
 

三国干渉、日露戦争、ノモンハン、日ソ不可侵条約の一方的破棄、 
千島樺太交換条約無視、満州国侵略。シベリア抑留。 

 
超覇権国家にして、共産主義を誕生させた国。 

 
産経抄は 
>露骨な敵対政策を繰り返している 
と記してますが、一体この国が我が国対して 
友好的であったことなどあるのでしょうか？ 

 
枝野官房長官の、今にも小便を漏らしそうな 
びびりまくり状態には憤りっぱなしですが、 
何を発言するにもまずは軍事力を増強することが大切でしょう。 

 
そして我が国男子の根性を鍛え直すためにも、 
１～２年間の徴兵制度は必要だと思います。 
（そう言えばスポ根ものマンガやアニメも無くなりましたね。）  

 

2011/03/03 11:50

Commented by gabacho さん 

花うさぎさん、こんにちは。 

 
海外に出る日本人で被害に遭うケースが増えているようですね。 

お花畑の友愛教育（義務教育）で学べば、警戒心や自己防衛本能が 
マヒするため、被害に遭いやすいと思います。 
その結果、特に日本人が狙われやすいという悪循環に陥っているようです。 
我が国の警察も、外国人の犯罪にてんてこ舞いだと聞いています。 

 
ロシアや中国、それに半島の民は、「日の丸を焼く」という遺伝子 
を持っている。悪いことをしても、「悪いのは日本だ。日本人のせいだ」 
と言い逃れをすることを忘れてはなりません。 
特に、共産主義の洗礼を受けた国は、宗教や道徳、家族関係などの 
社会の基本が破壊されているので、注意が必要です。 

 
「尼港事件」や「通州事件」などを、義務教育でしっかり教え、 
警戒心や自己防衛本能を養って、海外や国内における被害を防止 
しなければなりません。  

 

2011/03/03 12:21Commented by katachi さん 

ロシアは、昔から冷ややかな感情になる国ですね。 
シベリア、共産主義、粛清、暗いどんよりした空、など暗いイメージしかないですね。 
日本人でロシアが好きだと言う人は、稀じゃないでしょうか。 
特亜同様警戒すべき国だと思います。 
共通するのは「信用出来ない国」と言う事で。 
日本のような海洋国は、大陸性の思考が出来ない。 
つまり嘘を付かないと生きていけない風土がないから摩擦が起りやすい。 
日本の影響を受けていた台湾でも大陸系の人と摩擦が起きるのは、それと関係があると

思う。 
アジア地域で日本が存続できたのも大陸系に同化しなかったからである。 
仮に現政府が、前の自民も特亜の移民を解放すれば、大陸系思考に染まり、 
治安・法治の乱れは、最悪のものになるだろう。 
日本の劣化は防げない内部から崩壊していく。 
其の時点で日本民族の終焉でありフェニキアと同じ運命を辿る。 
人口のバランスは、低賃金の民族を入れることではない。 
ヨーロッパがそれで失敗しているのに、日本政府というか官僚などは、なにを見ているの

かと怪訝に思う。  

 

2011/03/03 13:11Commented by 花うさぎ さん 
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To 敷島の桜さん こんにちは。 
 
>一体この国が我が国対して友好的であったことなどあるのでしょうか？ 
 

う～ん、思い出せないです(^^；。 
 
>何を発言するにもまずは軍事力を増強することが大切でしょう。 
 
異議なし！ 

 
>そして我が国男子の根性を鍛え直すためにも、 
>１～２年間の徴兵制度は必要だと思います。 
 
大賛成です。 

 
>（そう言えばスポ根ものマンガやアニメも無くなりましたね。） 
 
言われてみるとなくなりましたね。昔はあしたのジョーとかいろいろあったのに？ 

 

2011/03/03 13:16

Commented by 花うさぎ さん 

To gabachoさん こんにちは。 
 
>お花畑の友愛教育（義務教育）で学べば、警戒心や自己防衛本能が 

>マヒするため、被害に遭いやすいと思います。 
 
そうなんでしょうね。 

 
>特に日本人が狙われやすいという悪循環に陥っているようです。 
 
いわゆる「カモ」なんでしょうか？ 

 
>悪いことをしても、「悪いのは日本だ。日本人のせいだ」 
>と言い逃れをすることを忘れてはなりません。 
 
そこで堂々と反論できる教育が必要です。 

 
>「尼港事件」や「通州事件」などを、義務教育でしっかり教え、 
>警戒心や自己防衛本能を養って、海外や国内における被害を防止 
>しなければなりません。 
 
いまの歴史教科書はろくろく記述がないそうですよ。酷い話しですよ。大陸・半島・ソ連が

いかに酷いことをしたのか、ゼロから教育し直さなければなりません。 

 

2011/03/03 13:19Commented by 花うさぎ さん 

To katachiさん  
 
>日本人でロシアが好きだと言う人は、稀じゃないでしょうか。 
 
廣瀬中佐くらい？あれは女性が好きだったのでしたね。 

 
>共通するのは「信用出来ない国」と言う事で。 
 
日本は本当に腹黒い国に囲まれてますね。 

 
>ヨーロッパがそれで失敗しているのに、日本政府というか官僚などは、なにを見ている

のかと怪訝に思う。 

 
官僚だけでなく政治家も財界も同じですね。余りにも「国」意識のない人が増えすぎまし

た。 

 

2011/03/03 13:34Commented by 花うさぎ さん 

・イベントガイド 
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【花時計主催講演会】あなたの街を中国が狙っている！ 
ー仙台・新潟・名古屋をケース・スタディとしてー 

 
（前略）梅原氏は、今、日本の各地で起きている中国資本による買収計画は個々のもの

ではなく、相互に関連のある、非常に危険な動きだと警鐘を鳴らしています。そこで梅原

氏の経験なさった仙台の事例を踏まえて新潟や名古屋の総領事館問題を検証し、わが

国の地域社会をどのようにしたら守れるか、を参加者と共に考える講演会を下記のように

行ないます。 

 
※講演会の後、懇親会（自由参加・会費3000円）があります。 

参加ご希望の方は申し込みの際にお申し添えください。 

 
【日時】3月6日（日）10：00～12：00 
【会場】文京シビックセンター3階 会議室1 
    東京メトロ南北線・丸ノ内線「後楽園」駅下車 徒歩1分 
    都営地下鉄三田線「春日」駅下車 徒歩1分 
【参加費】資料代500円 
【定員】60名（申込先着順） 
【お申し込み方法】 
花時計会員の方は以下のフォームより参加表明をお願いいたします。会員以外の方は、

hanadokei2010@gmail.com まで(1)お名前（ハンドルネーム）(2)所属団体（もしあ

れば）(3)メールアドレス(4)イベントを知ったきっかけ(5)懇親会参加の有無 をお知らせ

ください。 
詳しくは以下で。 

http://www.hanadokei2010.com/schedule_detail.php?schedule_no=96  

 

2011/03/03 16:01

Commented by yamagiwa さん 

 今井さんの葬儀のエントリーありがとうございます。 
ご本人はもちろん、ご家族がみたらどんなに喜ぶでしょうか。 
 古森さんのブログ（http://komoriy.iza.ne.jp/blog/entry/2177348/）

も急いで読みました。 
 本当にありがたいことです。 
 私が最初に今井さんにお会いしたのは、１９９０年に米国のテキサス州でヒューストン・

サミットが行われたときです。 
私たち産経新聞の取材班は、本社からの首相同行取材が政治部の私と経済部の大倉明

氏、それにワシントンから古森義久さんら二人、それからボンから 今井さんという布陣で

した。 
サミットの最後に「政治宣言」が発表されましたが、宣言の中身が分かりません。丁度、東

京の朝刊最終版の締めきりが近づいていてじりじりしていたときに、今井さんが、ドイツの

代表団から宣言文を抜いてきて、私の見ている前で訳しだしたので、「へえ」と思ったのが

今井さんとの最初の出会いでした。 
 その後、私がニューヨークの特派員をしていたときに、外信部の夕刊デスクとして原稿を

取ってくれたのが今井さんです。特派員というのは孤独な仕事で、米国の場合は、日本の

締めきりに合わせて真夜中に仕事をすることも多く神経をすり減らしますが、そういうとき

に何事にもひょうひょうとされていた今井さんにどんなに癒されたか知れません。 
 私が産経を辞めてからは、数年前に退職されていた今井さんともっと頻繁にお会いする

ようになりました。 
   

 

2011/03/03 16:01

Commented by yamagiwa さん 

今井さんは、おしゃれで背が高く、言葉づかいも柔らかい育ちの良さを感じさ

せるいい男でした。その上、ロシア語とロシア文学を愛する教養人でしたが、リ

アルの今井さんは人生に楽観的で、やんちゃに生きた人だったのではないか

と思っています。 
 確か若いころはオートバイに乗っていたということで、さぞ格好よかったのだろうと思いま

す。 
葬儀で弔辞を読まれた『赤旗』の元モスクワ特派員も似たようなことをおっしゃっていまし

たが、共産党、共産主義、独裁政権嫌いもはんぱではありませんでした。 
 このエントリーに「ロシア人が（旧体制の）最大の被害者である」というソルジェニーツィン

の発言に失望したとありますが、その後、ソルジェニーツィンはどうなったのか。ロシアの

変遷をどう評価していたのか、ちゃんと聞いとけばよかったと悔やんでいます。 
 葬儀は産経新聞の元論説委員長、論説委員、専務、常務、外信部長、編集委員、外信
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2011/03/03 16:25Commented by iza1824 さん 

花うさぎさん こんにちは、 

 
昔、フィンランド、スェーデンなどに商用で行ってましたが、ヨーロッパ内の空港からフィン

ランドなどに向かう飛行機内でベロンベロンに酔っ払って大声でしゃべり、暴れる寸前の

連中は１００％ロシア人でした。スチューワデスなんか怖がって注意など出来る状態では

有りませんでした。現在もロシア人は何も変わっていないですね？ 

 
日本の政府、政治家が何を言っても聞く耳持たないと思います。鳩山由紀夫に任せましょ

う。  

 

2011/03/03 17:09Commented by 花うさぎ さん 

To yamagiwaさん こんにちは。 
 
昨日はご苦労様でした(--)。 
 
>ご本人はもちろん、ご家族がみたらどんなに喜ぶでしょうか。 
 
住所が判っているのでプリントしたモノを送付しておきます。 

 
>今井さんが、ドイツの代表団から宣言文を抜いてきて、私の見ている前で訳しだしたの

で、「へえ」と思ったのが今井さんとの最初の出会いでした。 

 
凄いですね。 

 
>そういうときに何事にもひょうひょうとされていた今井さんにどんなに癒されたか知れま

せん。 

 
そうだったのですか。 

 

 

2011/03/03 17:15Commented by 花うさぎ さん 

To yamagiwaさん  
 
>今井さんは、おしゃれで背が高く、言葉づかいも柔らかい育ちの良さを感じさせるいい

男でした。 

 
遺影にもその面影が感じられますね。 

 
＞共産党、共産主義、独裁政権嫌いもはんぱではありませんでした。 

 
真性保守だったのですね。 

 
>その後、ソルジェニーツィンはどうなったのか。ロシアの変遷をどう評価していたのか、

ちゃんと聞いとけばよかったと悔やんでいます。 

 
ロシアの普通の民衆にとっては、ということなのでしょう。 

 
>葬儀は産経新聞の元論説委員長、論説委員、専務、常務、外信部長、編集委員、外信

部記者など元外信部記者が勢ぞろいで、今井さんも本当にうれしかったと思います。 

 
トップから見事に勢揃いでした。 

 
>奥様はじめ、残されたご家族が健やかに過ごされることを願うのみです。 
 
親父さんの分まで元気で長生きしてもらいたいですね。コメントありがとうございました(--
)。  

 

2011/03/03 17:18Commented by 花うさぎ さん 

To iza1824さん こんにちは。  
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>飛行機内でベロンベロンに酔っ払って大声でしゃべり、暴れる寸前の連中は１００％ロ

シア人でした。 

 
やっぱり根っから野蛮なんですかね？ 

 
＞スチューワデスなんか怖がって注意など出来る状態では有りませんでした。現在もロシ

ア人は何も変わっていないですね？ 

 
判る気がします。終戦直後の蛮行は決して忘れません。 

 
>日本の政府、政治家が何を言っても聞く耳持たないと思います。鳩山由紀夫に任せまし

ょう。 

 
ハトぽっぽではどうにもならないでしょう。毅然と対応できる政府を早く持ちたいモノです。 

2011/03/03 22:32

Commented by しばりょう さん 

こんばんわ。 
エントリーと違う話ですみません。 
阿比留さんのブログでは、民主党が 参議院の予算案審議を拒否したとのこと

ですが、こんなことが、あるのでしょうか。 
参議院の、西田昌司氏はじめ、鋭い論戦を期待していたので、何と 
理解出来ません。 

 
参議院で、審議しなくても、予算案は、成立するのでしょうか、 
2日に、参議院送付となれば、予算成立4月になりますね。 
これが、学級崩壊の、民主党の正体なんでしょうか。 
あまりに、酷くて 言葉もないです。  

 

2011/03/04 07:03

Commented by 花うさぎ さん 

To しばりょうさん おはようございます。  
 
>参議院で、審議しなくても、予算案は、成立するのでしょうか、 

 
審議なしでも成立すると思います。でもこれは民主主義の否定と二院制の 
否定に繋がりますね。 

 
>あまりに、酷くて 言葉もないです。 
 
党利のためなら憲法違反でも法律無視でも何でもやるごろつきですね。左翼の正体見せ

た、ということでしょう。 

 

2011/03/04 11:38Commented by tourokurad さん 

今井さんのご冥福を祈ります。 

 
日露関係史を見れば、あまりにも膨大すぎるのに気付く。 
満州の広野に７０万人の兵士が国家の存亡を賭けて争ったのも、 
太平洋に空母が１０数隻海戦を繰り広げたのも、 
今は昔の話。 

 
専守防衛が国策なんて馬鹿のすることだ。 
沖縄上陸作戦は紛れも無く、史上最大の規模だ。 
日本軍牛島中将の作戦は、持久消滅戦。 
海空の支援なしに消滅してゆく。 
実に悲しい作戦ではないか、それが国是か？ 
現状で日本の取り得る紛争解決の手段は 
自衛隊の単なる消滅戦。先の戦争の反省は何処にある？ 
昔の人を何で貶し得ようか？ 
馬鹿な戦争をしたと言うのは簡単だ。 
武力行使をしなければならない場合に、話し合いでと言うのも 
何ものかに捉われた妄信だと思う。 
マレー沖でプリンスオブウェールズとレパルスが沈んだ。 
大英帝国が消滅した。 
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露帝国も清帝国も、日本との戦争で消滅した。 
今、日本国が消滅の危機に晒されている。 
先人を何で馬鹿呼ばわりで出来ようか。 
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